
1．研究背景

復興庁の調査によれば注 1）、2018 年 5 月段階の東日本大

震災の避難者数は約 6.5 万人で、震災直後の 2011 年 3 月

14 日時点の約 47 万人から 7 分の 1 以下まで減少した。そ

れに伴い、被災者の復興ステージはすでに応急仮設住宅（以

下、仮設住宅）から災害公営住宅や防災集団移転、自力で

の自宅再建等へと移行している。2018 年 3 月末時点での被

災地全体での災害公営住宅の整備率は 96％、防災集団移転

促進事業（以下、防集事業）の完了率も 97％に達している。

　一方、岩手、宮城、福島の３県の仮設住宅では被災後か

ら 2016 年末までに 243 人の孤独死が報告され（河北新報

2017 年 3 月 4 日）、仮設後に移り住んだ災害公営住宅にお

いても 2013 年以降 2018 年１月末までに少なくとも 98 人

の孤独死が確認されており、そのうち 60 歳以上が 84 人と

全体の 8割以上を占めている注2）。このように、仮設後の復

興過程においても、依然として高齢者の孤立化防止が喫緊

の課題となっていると言えよう。

　こうした問題はすでに阪神・淡路大震災において指摘さ

れており、建築分野でも災害復興公営住宅における社会的

「孤立化」や「孤独死」と仮設住宅からの移転にともなう

居住環境の変化との関連性が明らかにされている文1)。この

ような阪神・淡路大震災の教訓を踏まえて、震災からの復

興過程におけるコミュニティの維持・形成の必要性が指摘

されている文2)。東日本大震災においても、仮設住宅から復

興公営住宅への移転に際して、仮設住宅のコミュニティを

基盤として移転を行うことが環境移行に伴う負荷を軽減さ

せる可能性が示されている文3)。

　ところが、このように社会的孤立や孤独死の問題が指摘

されている仮設住宅や災害公営住宅に対し、防災集団移転

地については、防集事業自体が被災集落の住民がある程度

まとまって移転することを前提としているため注3）、高齢者

の孤立化を危惧する声はあまり大きくない。建築分野にお

いても、防集事業が災害によって破壊された地域コミュニ

ティの再生や住民参加のまちづくりにつながる可能性が強

調されており文4）、実態面での問題点については必ずしも十

分に明らかにされているとはいいがたい。
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���᪤ 研究ᮏ研究の┠ⓗ

　そうした中で、いち᪩く新₲県中㉺地震の被災地におけ

る防集事業のᙳ㡪を明らかにした㟷◒らの研究文 5）は、集

落全体でのまとまった形ではなくୡᖏがスポࢵト的に移転

してしまうことによる㏆㞄関ಀのᙅ体化や集落コミュニ 

ティのᔂ壊の危㝤性を指摘している。この点は、東日本大

震災における実際の防集事業が必ずしも集落༢でのまと

まった移転ばかりでなく、ୡᖏのスポࢵト的な移転や」数

集落のྜྠによる移転なከᵝな形態がᏑᅾすることを⪃

えると、㔜要な指摘であると⪃えられる。また、東日本大

震災の被災地であるẼ市を対㇟として、防集事業の地

域的なᕪ␗や✵間的な≉ᚩを明らかにした▼らの研究文6）

は、移転ඖ集落の⥲ୡᖏ数のうち防集事業により移転する

ୡᖏの割ྜを示した移転率が地༊により␗なること、とり

地域コミュニティ༢でのまとまっけ小つᶍな地༊ࢃ

た移転につながりやすいことを指摘している。これらの

かにも、防集事業のィ⏬⟇ᐃに関ࢃる住民と行ᨻとの関ಀ

を᳨ウした᳃らの研究文 7) や、⁺村小集落における被災ୡ

ᖏの居住地再建ពྥと防集団地の立地≉性を明らかにした

ᒣ中らの研究文 8）なが東日本大震災の被災地における防

集事業をとりあࡆている。全体として、防集事業そのもの

の実≧ἣやィ⏬ࢭࣟࣉス、その✵間的≉ᚩに関ࢃる研究

がከく、防災集団移転地におけるコミュニティの⥅⥆性や

高齢者の生ά≧ἣに言ཬした研究はあまりࡳられない。

　これら᪤ の研究から、防集事業の実態は地域的にከᵝ

であり、必ずしもすてが集落でまとまって移転している

けではないということ、こうしたከᵝ性の⫼ᬒには防集ࢃ

事業のィ⏬⟇ᐃおよࡧ実の段階でのさまࡊまな要ᅉがᙳ

㡪していることが明らかとなった。言いえれば、防災集

団移転地においても移転ࢭࣟࣉスや住民ពྥの㐪い等のㅖ

᮲௳によって㏆㞄関ಀやコミュニティの維持・形成の≧ἣ

には大きな㐪いがあること、そしてそれらが十分にᶵ能し

ていないሙྜには仮設住宅や災害公営住宅とྠᵝに高齢者

の孤立化の危㝤がともなうことが᥎ᐹされる。

　これらをࡩまえて、本研究では岩手県大⯪Ώ市を事と

して、コミュニティの維持・形成の≧ἣが␗なる㸰つの防

災集団移転地をとりあࡆて、仮設住宅から防災集団移転地

への移転が高齢者のὶ関ಀや生ά≧ἣにのようなᙳ㡪

をえたのか、高齢者の孤立化を防ࡄためにのようなᨭ

がồめられているのかを明らかにすることを㏻ࡌて、防

災集団移転地における高齢者の孤立化を防止するための基

♏的な▱ぢをᚓることを┠的とする。

　➹者らはこれまで岩手県大⯪Ώ市の仮設住宅を対㇟とし

て高齢者の孤立化防止に関する研究を行ってきた文 9）。大

⯪Ώ市は 2011 年 9 月より仮設住宅ᨭဨ ( 以下、ᨭဨ )

ไ度をᑟධし注4)、仮設住宅でのコミュニティసりや仮設住

民のᅔりࡈとのᢕᥱ等のコミュニティᨭにいち᪩くྲྀり

組んできた文 10）。また、2012 年 6 月からは 㺀 高齢者サポー

ト拠点 㺁注 5) を市ෆ 4 所に設⨨し、仮設住宅の高齢者や࢝

㞀がい者等にㆤサーࣅスや生άᨭを提౪してきた。こ

のようなᨭဨไ度と高齢者サポート拠点は仮設後の災害

公営住宅や防災集団移転地においても⥅⥆的な⏝がᮇᚅ

されており、大⯪Ώ市は被災地における高齢者ᨭのあり

方について⪃えるうえでඛ㥑的な事と⨨けられる。

���研究ᑐ㇟ㄪᰝ᪉ἲ

大⯪Ώ市ෆにはࠉ 2017 年 4 月の時点で 6 地༊ 17 ⟠所の防

災集団移転地があり、それらのከくはἢᓊ部の㎰⁺村地༊

に㞄᥋する高ྎに設けられていた。➹者らはそれら 17 ⟠

所すての防災集団移転地において⪺きྲྀり調査注 6) を行

い、それࡒれのᴫ要をᢕᥱした後、5 地༊にある -、. の 2

つの防災集団移転地（以下、- 高ྎ、. 高ྎ）を対㇟とす

ることとした。これら 2 つの防災集団移転地は 17 ⟠所の

移転地の中でも᭱も᪩ᮇ（2015 年 2 月およࡧ 3 月）に移転

を完了し、本調査の時点ですでに 2 年以上が⤒過して高ྎ

生άも安ᐃしていたこと、およࡌྠࡧ地༊にありながら対

↷的なコミュニティの維持・形成≧ἣを᭷していたことか

ら、本研究の対㇟としてࡩさࢃしいとุ᩿した。

　-高ྎと.高ྎはちらもྠ市ෆの5地༊に⨨し（ᅗ1）、

ὠἼにより被災したඖの $�%�&�'�( 集落の住民が集団移転

したものである。⾲ 1に示すように、-高ྎのᡞ数は 23 ᡞ、

. 高ྎは 12 ᡞで、ちらも震災から 4 年後の 2015 年 2 月

ཬࡧ 3 月にධ居を㛤ጞした。しかしながら、この 2 つの防

ᅗ ⨨ㄪᰝᑐ㇟の防災集団移転地のࠉ1
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災集団移転地の≉ᚩは⾲1に示されるように大きく␗なる。

. 高ྎは全ဨがඖの $ 集落の住民であるのに対し、- 高ྎ

の住民は%�&�'�(の 4集落の住民によってᵓ成されている。

. 高ྎはその㐀成地ෆに公民㤋が建設され、ඖの $ 集落の

自会がそのまま⥅ᢎされているのに対し、- 高ྎは公民

㤋も建設されておらず、自会も組⧊されていない。コミ

ュニティのὶ≧ἣについては、. 高ྎでは仮設住宅から

の▱りྜいがከく、㏆㞄の住民ྠ士のὶもάⓎであるの

に対し、- 高ྎでは仮設住宅からの▱りྜいもいるが、お

いに▱らない人もከく、㞄㏆所でのὶはあまりできて

いない。また、- 高ྎの高齢者の一部は - 高ྎから 16NP 

㞳れた 6 地༊に⨨する 6 高齢者サポート拠点をしばし

ば⏝しているが、.高ྎの高齢者は全く⏝していない。

　本研究ではこのように - 高ྎと . 高ྎの 2 つの防災集団

移転地を対㇟として、移転の⤒⦋や地域άືのෆᐜ、እฟ

行ື、友関ಀなについてࢣࣥート調査を行い、それ

れのコミュニティのάື≧ἣと高齢者の生ά≧ἣをᢕᥱࡒ

した ( ⾲ 2)。また、このࢣࣥート調査でࣅࢱࣥュー調

査の了ᢎがᚓられた 17 人 (- 高ྎ 10 人、. 高ྎ 7 人 ) に

、ュー調査を行い、እฟ行ືやὶ≧ἣ、㊃άືࣅࢱࣥ

設の⏝≧ἣ等を明らかにした ( ⾲ 3)。また、- 高ྎと

. 高ྎをᕠᅇゼ問して高齢者のᨭを行っている 6 地༊の

6 高齢者サポート拠点の⫋ဨに対してもࢢࣥࣜࣄを行い、

㐠営実態やᨭ対㇟者とのල体的な関ࢃり方を明らかにし

た。なお、ࢣࣥートᅇ⟅者のうち 65 歳以上の高齢者を

⾲ୡᖏについて、ᐙ᪘ᵓ成ูのୡᖏ数をࡴྵ 4に示した。

���ඖの集ⴠࡽ防災集団移転地の移転ࢫࢭࣟࣉ

　震災前の $ ࠥ ( のྛ集落はྠࡌ 5 地༊に⨨するとは

いえ、集落間で日ᖖ的にὶがあったࢃけではなく、お

いに全く面㆑がない住民もከかった。2011 年 3 月の被

災後は約㸰ࣨ月間の避難所ᬽらしを⤒て、ྠ年 5 月から

$�%�&�'�( 集落の被災した住民のከくが 5 仮設住宅にධ居

した（ᅗ 2）。その際、ᢳ㑅によってධ居する住ᡞがỴめら

れたため、仮設住宅ෆでの住ᡞの㓄⨨はඖの集落の人間関

ಀとは↓関ಀにỴめられていった。

　その後、2015 年 2 月にඖの $ 集落の住民がまとまって⌧

ᅾの . 高ྎに集団移転をおこなった。東北被災地のከくの

ᅗ ࢫࢭࣟࣉの移転防災集団移転地ࡽඖの集ⴠࠉ�

属性 　性別・年齢・就労状況・同居人構成・ご家族

高台移転 　移転時期・移転先の希望・建築費・補助金・交流

話し合い 　できているか・情報や支援

地域公民館 　公民館の有無・利用・イベント参加

集会所について 　集まる場所が必要か・利用・以前の仮設住宅集会所に通うことはあるか

自治会活動 　自治会への参加・活動内容

支援員 　相談相手・支援員は必要か

行政の対応 　満足しているか・改善

移転することについて 　強制的な移転・他の移転・当初との変更・不安・公営住宅

外出・趣味習い事 　外出先・移動方法・目的・付き添い・頻度・趣味

交友関係 　交友関係の増減・高台住宅内外での交流

移動販売 　利用したいか・利用時間・場所・改善してほしいこと

高台住宅 　知人と入居希望の有無・関係・入れたか・変化の有無

高齢者サポート拠点 　利用頻度・役割・満足・改善・イベント・望むサービス・必要性・ 利用希望

全

体

65

歳

以

上

調査項目

⾲ ㄪᰝのᴫせࢺ࣮ࢣࣥࠉ�
⾲ ㄪᰝのᴫせ࣮ࣗࣅࢱࣥࠉ�

⾲ ��ࠉ� ṓ௨ୖの高齢者ࡴྵࢆୡᖏの
ᐙ᪘ᵓᡂูのୡᖏᩘࠉࠉ

⾲ 防災集団移転地のᴫせྛࠉ1

Google mapGoogle map

夫婦 子供と 高齢者

のみ 同居 世帯計

K高台 0 1 7 0 8

J高台 2 4 6 1 13

単身 無回答高台

るࡼㄪᰝにࢺ࣮ࢣࣥ

対象地 岩手県大船渡市

配布・回収 対象災害公営住宅へ留め置き調査　後日に調査員が訪問して回収（場合によって記入補助）

調査時期 2017年8月15日～2017年11月13日

世帯戸数 J高台：23戸　K高台：12戸

回収率 J高台：65％ (15戸)  K高台：75％ (9戸)

対象地 岩手県大船渡市

調査方法 対象高台住宅住民へのインタビュー

調査時期 2017年8月15日～2017年11月13日

調査対象者 J高台：10　K高台：7

インタビュー項目

・昨年、今年の外出・交流について

・昨年、今年の趣味活動について

・集会所の利用について

・高齢者サポート拠点について

・今後の移転について

地区

対象高台 Ｊ高台 Ｋ高台

配置図

世帯数 23戸 12戸

入居 2015年3月 2015年2月

公民館 なし あり(高台住宅内)

自治会
なし あり

(以前の自治会を継続)

入居者の出身
集落別世帯数

Ｂ(5戸),Ｃ(2戸),
Ｄ(5戸),Ｅ(11戸)

Ａ(12戸)

現在のコミュ
ニティの状態

仮設住宅からの知り合
いはいるが、各戸の宅
地を抽選で決めたため
隣は知らない人も多
く、隣近所での交流は
あまりできていない。

仮設住宅からの知り合
いが多く、近隣の住民
同士での交流も活発で
ある。

高齢者サポー
ト拠点の利用

一部の住民の利用あり なし

Ｒ地区
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防災集団移転地においてはさまࡊまな事から移転ඛの⏝

地ྲྀᚓがᅔ難となり、実際の移転が㐜れることがከかった

が、. 高ྎに移転した $ 集落のሙྜは、ྠ集落の住民の 1

人が集落に㞄᥋する高ྎの所᭷地を率ඛして提౪したこと

で⏝地ྲྀᚓがス࣒ーࢬに進ࡳ、住民自㌟が✚ᴟ的にヰしྜ

いを㔜ࡡ、高ྎにおける住宅の割りᙜて等についての住民

間のពᛮ㏻もに行ࢃれたことから、ẚ㍑的᪩い時ᮇ

に集落がまとまって移転することが可能となった。ࢱࣥ

.、ューにおいてもࣅ 高ྎの住民からは「（地である）○

○さんのおかࡆで、ࡳんなでまとまって移転することがで

きた」という声がከく⪺かれた。

　一方、- 高ྎのሙྜは、ᙜึ %�&�'�( のྛ集落は $ 集落

とྠᵝにそれࡒれの集落ࡈとにูࠎの高ྎへの集団移転を

希ᮃしていたが、ඖの集落㏆くに⏝地がࡳつからなかった、

ある程度の面✚が確ಖできなかった、地ᶒ者との΅がう

まくいかなかった等の⌮⏤から移転ඛの⏝地ྲྀᚓの┠ฎが

立たず、集団移転のィ⏬は進まなかった。集団移転のぢ㏻

しがたたない中で、集団移転をあきらめて自力再建した自

宅や災害公営住宅への移転をỴめるୡᖏも⥆ฟし、集団移

転への参加者は次➨に減少していった。移転対㇟集落の中

には集団移転への参加ᡞ数が防集事業の実基‽である 5

ᡞを下ᅇる集落もでてきて、ಶู集落による集団移転はさ

らにᅔ難な≧ἣとなった。その⤖ᯝ、ྛ集落の集団移転希

ᮃ者はಶู集落での集団移転を᩿ᛕし、%�&�'�( の 4 集落

での集団移転をᶍ⣴することとなった。そうした中で、ඖ

の集落からは少し㞳れた高ྎにἲ人が所᭷するまとまった

面✚のᅵ地への 4 集落での集団移転を大⯪Ώ市からすすめ

られたことで、%�&�'�( の 4 集落は一⥴に集団移転を行う

こととなった。しかしながら、この 4 集落はもともとูࠎ

の集落であり地⌮的にも㞳れていたため、一ᇽに会してヰ

しྜうᶵ会も少なく、4 集落の移転希ᮃ者の間に✚ᴟ的な

ὶが生ࡳฟされることはなかった。また、- 高ྎでの住

宅の割りᙜては仮設住宅とྠᵝにᢳ㑅で行ࢃれたため、高

ྎෆでのඖの集落の㏆㞄関ಀもኻࢃれることとなった。

　これらの⤖ᯝ、. 高ྎでは自会が組⧊され、公民㤋も

建設され、άⓎなコミュニティάືがᒎ㛤されているのに

対し、- 高ྎでは自会も公民㤋もなく、コミュニティά

ືのஈしい≧ἣがࡳられるようになったと⪃えられる。こ

のように、ඖの集落から防災集団移転地への移転ࢭࣟࣉス

の㐪いが、-�. 高ྎの⌧ᅾのコミュニティの維持・形成≧

ἣに῝く関連していると⪃えられる。

���防災集団移転地におけるὶ関ಀ

.�-ࠉ 高ྎの住民に行ったࢣࣥート調査において、それ

たところ（ᅗࡡれの高ྎにおけるὶ関ಀの᭷↓をᑜࡒ 3）、

-高ྎでは⏨ዪともにὶ関ಀが「㢖⦾にある」およࡧ「少

しある」の割ྜは༙数にとまったのに対し、. 高ྎでは

その割ྜは⏨性で67％、ዪ性では100％に達した。また、「友

人」とる人の᭷↓をᑜࡡたところ（ᅗ 4）、- 高ྎでは

⏨ዪともに「いる」とᅇ⟅した人がいなかったのに対し、

.高ྎでは対に⏨ዪ問ࢃずすてが「いる」とᅇ⟅した。

ᅗ ↓高ྎෆ࡛のὶ関ಀの᭷ࠉ�

ᅗ 高ྎෆ࡛のὶの㢖ᗘ㸦ᣵᣜ࣭⏝㸧ࠉ�

ᅗ ↓高ྎෆ࡛のேの᭷ࠉ�
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27 22 40 0 
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7 11 0 0 

0 50 100 150
全体その他夫婦一人暮らし頻繁にある 少しある あまりない まったくない 無回答
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64 

100 

67 

50 

27 

0 

33 

33 

0 

0 

0 

9 

0 

17 

0 20 40 60 80 100

全体

その他

65～74歳

75歳～

（％）

0 

0 

0 

0 

100 

100 

0 

100 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 20 40 60 80 100

全体

その他

65～74歳

75歳～

（％）

67 

100 

60 

0 

33 

0 

40 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 20 40 60 80 100

全体

その他

65～74歳

75歳～

（％)

100 

0 

100 

100 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 20 40 60 80 100

全体

その他

65～74歳

75歳～

（％）

63 100 60 0 
25 0 40 0 
13 0 0 100 
0 0 0 0 

0 100200
全体その他65～…75歳～

よくする たまにする ほとんどしない 無回答

J高台住宅 男性 J高台住宅 女性

K高台住宅 男性 K高台住宅 女性

1��

1��

1�1

1�1

1��

1��

1�� 1��

1��

1�1

1��

1��1��

1��

1�11

1��

1��1��

1�1

1��

1��

1�1

1��

1�1

1��1��

1��

1��

1��

1��

1��1��

1��

1�11

1��

1��1��

1�1

1��

1��

1��1��

1�1

1��

1�1

1��1��

1��

1��

住宅系研究報告会論文集 13　日本建築学会　2018.11

－ 102 －



また、ὶ関ಀのල体的なෆᐜを 㺀ᣵᣜ・⏝事 㺁 と 㺀 ㏆所

での立ちヰ・行き᮶」に分けて㢖度をᑜࡡたところ (ᅗ 5）、

「ᣵᣜ・⏝事」のሙྜ、⏨性においては -�. 高ྎともに 6�7

割のᅇ⟅者が「よくする」とᅇ⟅しているが、ዪ性におい

ては .高ྎのᅇ⟅者すてが「よくする」とᅇ⟅している。

また、「㏆所での立ちヰ・行き᮶」については、⏨ዪと

もに - 高ྎにおいて「とんしない」の割ྜが 25％程

度ࡳられ、㏆㞄のὶ関ಀはやはり .高ྎにおいてάⓎで

あることがࢃかる（ᅗ 6）。前ᥖの⾲ 4 に示されるように、

. 高ྎでは子౪ୡ௦とྠ居する高齢者が 8 割以上を占める

のに対し、- 高ྎは༢㌟およࡧኵ፬のࡳの高齢者ୡᖏが約

༙数を占める。ᐙ᪘のᨭがあまりᮇᚅできない -高ྎに

おいて友人や㏆㞄のὶ関ಀがஈしいことは、孤立化の危

㝤をさらに高めるおそれがあると言えよう。

のཧຍ≧ἣάືࢸࢽ࣑ࣗࢥ���

　次に -�. 高ྎの住民のコミュニティάືへの参加≧ἣを

▱るために、まず「⌧ᅾ、住民ྠ士で集まっているሙ所

はあるか」とᑜࡡたところ、. 高ྎでは高齢者もྵめて 8

割㏆くの住民が集まるሙを᭷しているのに対し、- 高ྎは

高齢者の 3�4 割しか集まるሙを᭷していない（ᅗ 7）。

さらにこれらの「集まるሙ」がこなのかをල体的にᑜࡡ

たところ（ᅗ 8）、. 高ྎでは大༙の人が「地༊公民㤋」を

あࡆていた。前㏙のように、. 高ྎには公民㤋が設⨨され

ており、ここが住民の集うሙとなっていることがࢃかる。

また、. 高ྎには公民㤋とはูに集会所も設⨨されており

（ᅗ 8 では . 高ྎの「その」にヱᙜする）、一部の後ᮇ高

齢者はẖ日のようにこの集会所に㏻っておしࡷりなを

している。一方、- 高ྎには公民㤋は設⨨されていないが、

ᅗ 8 をぢると - 高ྎの高齢者のうち 20 ࠥ 30％の人が「地

༊公民㤋」を集まるሙとしてあࡆている。これは - 高ྎか

ら坂道を下りᚐṌ 30 ࠥ 40 分（ᖐりは登りになるのでᚐṌ

1 時間かかる）の所にある 0 地༊の公民㤋を指し

ている。- 高ྎは行ᨻ༊としては 0 地༊にྵまれるため、0

地༊の公民㤋は年に数ᅇᩗ⪁会なのࣥ࣋トを行う

際に -高ྎの高齢者にも参加をࡧかけており注7)、これに

- 高ྎの高齢者がఱ人か参加している。しかし - 高ྎの住

民は 0 地༊の自会には加ධしておらず、公民㤋も日ᖖ的

に -高ྎの高齢者が集まるሙとなっているࢃけではない。

　また、「⌧ᅾ、自会άືに参加しているか」とᑜࡡた

ところ（ᅗ 9）、. 高ྎは高齢者もྵめて༙ࡰ数の人ࠎが

ఱらかのάືに参加していることがࢃかる。ල体的には、

⊃⩏の自会άືのか、$集落の㒓ᅵⱁ能である「ᶒ⌧⯙」

とばれるᕧ大な⊺子⯙の⦎⩦や⚍りの‽備なにከくの

住民が参加しており、. 高ྎの集会所にはこれらの⚍りで

⏝いる太㰘やそのの道ලもಖ⟶されている。一方、ᅗ 9

をぢると - 高ྎでも 3 割前後の住民が自会άືに参加し
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ていることがࢃかるが、これは前㏙の㏆㞄 0 地༊で行ࢃれ

るࣥ࣋トにときおり-高ྎの住民が参加するものであり、

-高ྎで行ࢃれる地域άືではない。

　このように、コミュニティάືへの参加≧ἣをࡳても、

さまࡊまな地域άືにάⓎに参加している.高ྎの住民と、

そのような地域άືが行ࢃれておらず、㏆㞄の地༊で行ࢃ

れている地域άືに部分的に参加するだけの - 高ྎの住民

という対ẚがࡳられる。

���高ྎの⏕άの‶㊊ᗘὶ関ಀの‶

　次に⌧ᅾ住んでいる高ྎでの生άがᬽらしやすいか、そ

うでなければのような点に‶をឤࡌているのかをᑜࡡ

てࡳた。ᅗ 10 に示されるように、. 高ྎでは高齢者もྵめ

てすての人が「ᬽらしやすい」「まあまあᬽらしやすい」

と⟅えたのに対し、-高ྎにおけるその割ྜは⏨性で 63％、

ዪ性では 25％にとまる。高ྎでの生άへの‶㊊度は - 高

ྎにおいてかなりపいと言ࡊࢃるをえない。そこで、の

ような点で「ᬽらしにくい」とឤࡌるのか、「ᬽらしにくい」

とᅇ⟅した人ࠎにල体的に上ࡆてもらったところ、⾲ 5 に

示されるように、とんが友人の᭷↓や人間関ಀに関す

るものであった。そこでさらに日ᖖ的なὶ関ಀに⤠って、

⾲、たところࡡるかをᑜࡌのような点に‶をឤ 6 に示

されるように移転により友人と㞳れてしまったことや、集

会所や公民㤋なのὶス࣌ースがないこと、日ᖖ的に㢗

れる人がいないことなが≉に高齢者を中ᚰにከくᣲࡆら

れた。このようなὶ関ಀに関する安や‶は、公民㤋

や集会所がなく、地域άືもஈしく、日ᖖ的なὶ関ಀも

希ⷧな - 高ྎの高齢者にとって῝้な問題となっていると

ᛮࢃれる。

���高齢者ࢺ࣮࣏ࢧᣐⅬおࡧࡼᨭဨの⏝

-、前ᥖの⾲１で示したようにࠉ 高ྎの高齢者の一部は -

高ྎから 16NP 㞳れた 6 高齢者サポート拠点をしばし

ば⏝しているが、これは防集事業で - 高ྎに移転する以

前の 5 仮設住宅時௦のつながりによるものである。6 サポ

ート拠点のスࣇࢵࢱが 5 仮設住宅をᐃᮇ的にゼ問して、孤

立しがちな高齢者や㌟体の自⏤な高齢者、認▱の高齢

者等をᡞูゼ問して声かけを行ったり、6 サポート拠点で

行ࢃれるࣥ࣋トへの参加をࡧかけるな、✚ᴟ的にാ

きかけを行った⤖ᯝ、- 高ྎに移転した後もఱ人かの高齢

者は自分で㌴を㐠転したり、あるいはᐙ᪘による㏦㏄で 6

サポート拠点まで㏻っている事が確認された。. 高ྎの

高齢者も、5 仮設住宅に住んでいた時は - 高ྎの高齢者と

ྠᵝに 6 サポート拠点のスࣇࢵࢱによるᨭやサーࣅスを

⏝していたが、. 高ྎに移転した後は、. 高ྎෆでの自

会άືやࣥ࣋トに参加することがቑえ、次➨に 6 サポ

ート拠点を⏝することはなくなっていった。ᅗ 11 は -�.

高ྎの高齢者がこれまでに 6 サポート拠点を⏝したᅇ数

・友人が近くにいない

・仮設住宅時代の友人が同じ高台住宅にいない

・日常のちょっとした手伝い（電球交換や荷下しなど）

を頼める人がいない

・緊急時に助けを呼べる人がいない

⾲ ࠺ᛮ࠸ࡃにࡋࡽⅬ࡛ᬽ࡞࠺ࡼのࠉ�

㸦㡰ྠࠊ」ᩘᅇ⟅ࡾ࠶㸧

㸦㡰ྠࠊ」ᩘᅇ⟅ࡾ࠶㸧

⾲ ‶ࡀⅬ࡞࠺ࡼのὶ関ಀ࡛࡞᪥ᖖⓗࠉ�

・仲の良い友人宅と離れてしまう

・集会所や公民館がなく友人と気軽に話せない

・日常のちょっとした手伝いを頼める人がいない

・困ったときに助けてくれる人がいない

・緊急時に助けを呼べる人がいない

・体調を崩したときに隣人に頼ることができない

・住んだこともない土地に移り住むことになり孤独

・自治会活動にうまく参加できない

7 

33 

0 

50 

67 

45 

43 

55 

0 

0 

0 20 40 60 80 100

全体

65～74歳

75歳～

(％)

33 

0 

100 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

67 

100 

0 

0 20 40 60 80 100

全体

65～74歳

75歳～

(％)

7 33 0 
50 67 45 

43 0 55 
0 0 0 

全体65～74歳75歳～1～4回 5～9回 10回以上 無回答

J高台住宅 K高台住宅

ᅗ 6ࠉ11 高齢者ࢺ࣮࣏ࢧᣐⅬの⏝ᅇᩘ

36 

0 

33 

50 

27 

100 

17 

27 

0 

67 

17 

0 

0 

0 

9 

17 

0 50 100

全体

その他

65～74歳

75歳～

（％）

0 

0 

0 

0 

25 

0 

33 

75 

100 

0 

67 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 50 100

全体

その他

65～74歳

75歳～

（％）

50 

100 

40 

0 

50 

0 

60 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 50 100

全体

その他

65～74歳

75歳～

（％）

67 

0 

50 

100 

33 

0 

50 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 50 100

全体

その他

65～74歳

75歳～

（％）

30 
38 
0 
0 

60 
50 

100 
0 

10 
13 
0 

0 

0 
0 
0 

0 

0 
0 
0 

0 

全体
その他

夫婦
一人暮らし
暮らしやすい まあまあ暮らしやすい

少し暮らしにくい 暮らしにくい

無回答

J高台住宅 男性 J高台住宅 女性

K高台住宅 男性 K高台住宅 女性

ᅗ ࠸すࡸࡋࡽᬽࡣる高ྎ࠸࡛ࢇᅾఫ⌧ࠉ�1
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を示したものだが、. 高ྎの高齢者は高ྎ移転した᭱ึの

㡭に数ᅇ⏝した後は次➨に⏝しなくなったのに対し、

- 高ྎの高齢者は移転後も⏝を⥅⥆し、後ᮇ高齢者の中

には 10 ᅇ以上も⥅⥆的に⏝している人ࠎもいる。- 高ྎ

の高齢者で 6 サポート拠点を⏝している人ࠎにサポート

拠点が必要だとᛮう⌮⏤をᑜࡡたところ、「おしࡷり┦

手がḧしい」、「┦ㄯ┦手がḧしい」、「（仮設住宅時௦に

⏝した）高齢者サポート拠点のサーࣅスがよかったから」

というᅇ⟅が⪺かれた。このように、地域άືやὶ関ಀ

が希ⷧな - 高ྎに住んでいる高齢者にとって、高齢者サポ

ート拠点は高ྎ移転後も㔜要な役割をᯝたしていることが

。かるࢃ

　⥆いて、5 仮設住宅のときにに高齢者が⏝していた

ᨭဨไ度について、-�. 高ྎの住民にその必要性をᑜࡡ

てࡳたところ、やはり全体に - 高ྎの高齢者において「必

要だとᛮう」と⟅える人がከくぢられた（ᅗ 12）。ᨭဨ

ไ度はもともと仮設住宅のコミュニティసりのお手ఏい

や、仮設住民の生άᨭを┠的にᑟධされたものであるが、

孤立しがちな高齢者への声かけや、高齢者の日ᖖ生άのお

手ఏいを行うな、仮設住宅の高齢者ᨭにかかせない役

割をᯝたしているሙྜもከかった。仮設住宅の㛢㙐後はᨭ

ဨは「コミュニティサポーࢱー」として、災害公営住宅

をᕠᅇしてコミュニティづくりのお手ఏいや生άᨭを行

うようになった。こうしたᨭを防災集団移転地において

も提౪してḧしいという要ᮃが、- 高ྎの高齢者からはከ

く⪺かれた。ᨭဨに対してᮇᚅする役割を - 高ྎの高齢

者にᑜࡡたところ、「┦ㄯにってくれる」、「おしࡷり

┦手になってくれる」、「（自分たちのことを）Ẽにかけて

くれる」な、前㏙の高齢者サポート拠点が必要だとᛮう

⌮⏤とྠᵝなᅇ⟅がᚓられた。また、「ࣥ࣋トの報を

▱らせてくれる」、「行ᨻの報や、やりྲྀりの方を教え

てくれる」、「ᅔっていることを行ᨻにఏえてくれる」な

報提౪や行ᨻと住民とのࣉࣃ役としての役割をᮇᚅし

ているពぢも⪺かれた。

　以上の⤖ᯝから、に仮設住宅でのᨭの提౪を┠的と

していた高齢者サポート拠点やᨭဨไ度であるが、とり

けコミュニティが十分にᶵ能しておらず、ὶ関ಀが希ࢃ

ⷧな - 高ྎのような防災集団移転地においては依然として

高いニーࢬがᏑᅾしていることが明らかとなった。

ࡵࡲ���

　本研究では、岩手県大⯪Ώ市の 2 つの防災集団移転地を

対㇟として、仮設住宅から防災集団移転地への移転ࢭࣟࣉ

スがコミュニティのάື≧ἣや高齢者のὶ関ಀにのよ

うなᙳ㡪をえたのか、また高齢者自㌟がそうした≧ἣを

や希ᮃを᭷しているࢬのようなニー、のようにとらえ

のかを明らかにすることを㏻ࡌて、防災集団移転地におけ

る高齢者の孤立化を防止するためにのようなᨭがồめ

られるのかを᳨ウしてきた。その⤖ᯝ、以下のㅖ点が明ら

かになった。

　1）被災前の集落（$�%�&�'�(）から仮設住宅を⤒て、防

災集団移転地（-�. 高ྎ）へと⮳る移転のࢭࣟࣉスにおい

て、$ 集落は地である住民がᅵ地を提౪したことで⏝地

ྲྀᚓがス࣒ーࢬに進ࡳ、住民間のヰしྜいもάⓎに行ࢃれ、

ẚ㍑的᪩い時ᮇに集落がまとまって . 高ྎに移転すること

が可能となった。一方、% ࠥ ( 集落はᙜึಶࠎの集落༢

での防災集団移転を⪃えていたが、⏝地ྲྀᚓがうまくいか

ず、集団移転の参加者も次➨に減少したため、⤖ᯝ的に集

落༢での集団移転は᩿ᛕせࡊるをえず、᭱⤊的に大⯪Ώ

市が᩷᪕するᅵ地（- 高ྎ）に 4 集落のྜྠで移転するこ

ととなった。しかしながら、その過程で 4 集落の間での✚

ᴟ的なヰしྜいやὶはあまり行ࢃれなかった。その⤖ᯝ、

. 高ྎでは自会が組⧊され、公民㤋も建設され、άⓎな

コミュニティάືがᒎ㛤されているのに対し、- 高ྎでは

自会も公民㤋もなく、コミュニティάືのஈしい≧ἣが

。られるようになったと⪃えられるࡳ

　2）-�. 高ྎの住民に行ったࢣࣥート調査より、ὶ関

ಀや友人の᭷↓、ὶの㢖度のいずれにおいても - 高ྎよ

りも . 高ྎの方が高い割ྜを示しており、コミュニティά

ືとྠᵝにὶ関ಀにおいてもやはり . 高ྎの方がάⓎで

あることが明らかとなった。

.�-、ート調査の⤖ᯝよりࢣࣥくࡌྠ（3　 高ྎの住民の

コミュニティάືへの参加≧ἣを᳨ウしたところ、. 高ྎ

ᅗ ࠺ᛮࡔᚲせࡣᨭဨࠉ�1
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67 必要だと思う 必要ない 分からない 無回答

J高台住宅 男性 J高台住宅 女性
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では「地༊公民㤋」と「集会所」が住民の日ᖖ的に集まる

ሙとなっており、そこで自会άືや地域行事を行ってい

た。一方、- 高ྎには公民㤋も集会所も設⨨されていない

ために、自会άືも地域行事も行ࢃれていない。一部の

住民が㏆㞄の 0 地༊の公民㤋をゼれ、0 地༊の地域行事に

参加するሙྜもࡳられたが、それはあくまで 0 地༊のコミ

ュニティάືにとまる。

　4）集団移転ඛの高ྎでの生άに対して、. 高ྎでは高齢

者もྵめてすての人が⫯ᐃ的なホ౯をえたのに対し、

- 高ྎにおいては生άへの‶㊊度はかなりపく、とりࢃけ

高齢者から住民間のὶのሙが少ないことや日ᖖ的に㢗れ

る人がいないことなὶ関ಀに関する安や‶がከく

⪺かれた。

　5）. 高ྎの高齢者は高齢者サポート拠点やᨭဨไ度の

必要性をそれឤࡌていないが、- 高ྎの高齢者にとっ

ては高齢者サポート拠点とᨭဨไ度は高ྎ移転後も必要

とされていることが明らかとなった。

　ෑ㢌で㏙たように、防災集団移転地については被災集

落の住民がある程度まとまって移転することを前提として

いるため高齢者の孤立化という問題が注┠されることはあ

まりከくない。しかしながら、本研究で明らかにしたよう

に、仮設住宅から防災集団移転地へと⮳る移転ࢭࣟࣉスに

おいては⏝地ྲྀᚓや移転のィ⏬⟇ᐃ、ྜព形成という点で

大きな㐪いがぢられた。そうした㐪いは移転後のコミュニ

ティの維持・形成≧ἣに大きくᙳ㡪し、必ずしも集落とし

ての一体性やコミュニティのまとまりを持たない防災手段

移転地もࡳられるሙྜがあり、そこでは仮設住宅や災害公

営住宅とྠᵝに、高齢者の孤立化の危㝤が生ࡌる。そのた

め、防災集団移転地においても、高齢者サポート拠点やᨭ

ဨไ度な仮設住宅時௦の高齢者ᨭの社会的㈨※を᭷

ຠにά⏝して、✚ᴟ的な高齢者ᨭを行うことが必要にな

ると⪃えられる。その際、高齢者サポート拠点の立地ሙ所

やᨭဨのサーࣅス⠊ᅖなを防災集団移転地の高齢者に

も⏝しやすいようにᰂ㌾に対応させていくこともồめら

れる。

ㅰ㎡ࠉ調査にࡈ༠力いただいた - 高ྎおよࡧ . 高ྎに居住されている住民のⓙ

ᵝ、6 サポート拠点の⫋ဨのࡳなさま、ᨭဨのⓙᵝにグしてㅰពを⏦し上ࡆ

ます。本研究には平成 26 年度科学研究㈝⿵ຓ㔠（基盤研究（&）、研究௦⾲者：

中島美登子）、平成 29 年度科学研究㈝⿵ຓ㔠（基盤研究（&）、研究௦⾲者：中

島美登子）の一部を⏝した。

ὀ㔘

注 1）復興庁ࠗ復興の⌧≧࠘2018 年 6 月 8 日 .

KWWS���ZZZ.UHFRQVWUXFWLRQ.JR.MS�WRSLFV�PDLQ�FDW1�VXE�FDW1�1�20180608B

JHQMRX.SGI（᭱⤊㜀ぴ日：2018 年 6 月 30 日）

注 2）2018 年 3 月 4 日「<RPLXUL 2QOLQH」より。

KWWSV���ZZZ.\RPLXUL.FR.MS�IHDWXUH�72000305�20180303�2<71750125.KWPO

（᭱⤊㜀ぴ日：2018 年 6 月 30 日）

注 3）᰿拠ἲ௧である「防災のための集団移転促進事業にಀる国の㈈ᨻ上の≉

ูᥐ⨨等に関するἲᚊ」（1972 年ἲᚊ➨ 132 ྕ）によれば、᭱ప 10 ᡞ以上の

移転を行うሙྜが対㇟となるが、東日本大震災の被災地に関しては≉とし

て 5ᡞ以上に⦆された。

注 4）このไ度は北上市のᨭのもとで 2011 年 9 月に㛤ጞされ、大⯪Ώ市ෆ

の 37 の仮設住宅団地に対して᭱大 81 ྡのᨭဨが㓄⨨された。北上市のᨭ

が⤊了した後も、2014 年度からは国の復興ᨭဨไ度をά⏝した大⯪Ώ市

直営の事業として㐠営されている。

注 5）高齢者サポート拠点は 2011 年 4 月 19 日けのཌ生ປാ┬の㏻達「応急

仮設住宅地域における高齢者等のサポート拠点等の設⨨について」によって

㒔道ᗓ県に設⨨がồめられたもので、仮設住宅ෆの要ㆤ高齢者や㞀がい者

等の日ᖖ生άをᨭするため⥲ྜ┦ㄯやࢹサーࣅス、ゼ問サーࣅス、生ά

ᨭサーࣅス等をໟᣓ的に提౪する設である。

注 6）⪺きྲྀり調査の㡯┠は以下の㏻りである。ୡᖏ数、ධ居㛤ጞ時ᮇ、ධ居

者のฟ㌟地༊、ඖの地༊住民の割ྜ、公民㤋の᭷↓と⏝≧ἣ、自会の᭷

↓およࡧⓎ㊊の⤒⦋、ධ居者ྠ士のὶの≧ἣ、高齢者サポート拠点の⏝

の᭷↓。

注 7）ᩗ⪁会はྛ地༊の公民㤋や福♴設のദで行ࢃれるが、大⯪Ώ市から

の⿵ຓ㔠もあり、自会ဨであるかྰかにかかࢃらず、地༊ෆに居住するす

。ての高齢者に声をかけることが័となっている

ཧ⪃ᩥ⊩
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